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○ 火災件数 
   令和２年中における市内での火災件数は１９件で、平成３１年（令和元年）

と比べると３件の減少となりました。 

○ 死傷者 
死傷者数は３名で、内訳は､死者１名､負傷者２名でした｡ 

○ 消防団の出動 
１９件発生した火災のうち、消防団が出動した件数は３件でした。 

○ 原因別 
原因別では、ストーブ１件、たき火１件、放火・放火の疑い３件、火入れ

２件、電気機器２件、電線１件、その他６件、不明・調査中３件でした。 

○ 火災種別 
火災種別ごとに見ると、建物火災が７件で、車両火災３件、林野火災１件、

その他の火災が８件発生しました。 
 

○ 土岐消防の対策 
毎年火災により尊い命や財産が失われ、死傷者の多くは住宅火災で発生し、

その多くは高齢者となっています。 
消防本部では、火災による死傷者を低減するため、住宅用火災警報器設置

の呼びかけなどの「住宅防火対策」、警戒巡視などによる「放火火災防止対
策」、各施設への立入検査および消防訓練の立会いなどによる「不特定多数
の方が利用される施設や、福祉施設などの防火安全対策」を重点推進項目と
して火災のない安心して暮らせるまちづくりを推進します。 

 

過去の火災状況と昨年との比較               

 

    平成 30 年 
平成 31 年 

令和元年 
令和 2 年 増減 

火
災
件
数 

合計 15 22 19 -3 

建物火災 9 16 7 -9 

林野火災 0 2 1 -1 

車両火災 1 3 3 0 

その他の火災 5 1 8 ＋7 

死
傷 

者
数 

死者 2 1 1 0 

負傷者 4 6 2 -4 

損害額（千円） 55,221 84,422 12,398 -72,024 

 

火 災 概 況 

前年と比較すると ､建 物火災の件数が減少しました。 

※令和 2 年 12 月 9 日 １8 号 令和２年１２月 21 日 １９号火災の損害額は含まれていません。 
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土岐津 下石 妻木 鶴里 曽木 駄知 肥田 泉 市外 

月別火災件数 

地区別火災件数 

住宅用火災警報器 取り付けていますか？ 

● 設置した場合死者数が４割減少 
  ※住宅火災 100 件あたり（総務省消防庁） 

● 設置したら定期的に作動の確認を 

● 設置後10 年を目安に交換しましょう 

 

【住宅用火災警報器設置箇所】 

【調査結果】 

土岐市 岐阜県 全国 

７９．３％ ８１．３％ ８２．６％ 

※岐阜県と全国の設置率は令和 2年 7月 1日時点 

令和 2 年度住宅用火災警報器設置状況について 
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○ 救急件数 
令和２年中における救急件数は２，５３０件で、平成３１年（令和元年）

の２,８３８件と比較して３０８件の減少となりました。これは、1日平均約

６.９件出動したことになります。 

搬送人員は２,３７０人で市民約２４人に１人の割合で救急搬送されてい

ることになります。  

全国的な高齢化の進行により、本市においても全搬送人員の約７２％を 

６５歳以上の高齢者が占めています。 

（令和２年１１月末日の人口５７,３４５人 土岐市ホームページより） 

○ 最も多く発生した事故種別は急病 
救急事故種別では、急病１,６０２件で平成３１年（令和元年）と比較し

て１６１件の減少、一般負傷３９８件で６４件の減少、交通事故１４１件で

４５件の減少、その他３８９件で３８件の減少となりました。 

○ 39％は軽症程度 
救急搬送した２，３７０人のうち３９％にあたる９２７人の方が、医師に

より入院の必要がないと診断された「軽症」の方でした。本当に救急車が必

要な人のもとへ１秒でも早く救急車を到着させ、大切な命を救うために、救

急車の適正利用にご協力をお願いします。 

 
過去の救急状況と昨年との比較 

    平成 30 年 
平成 31 年 

令和元年 
令和 2 年 増減 

救
急
件
数 

合計 2,717 2,838 2,530 -308 

急病 1,658 1,763 1,602 -161 

一般負傷 467 462 398 -64 

交通事故 174 186 141 -45 

その他 418 427 ３８９ -３８ 

搬送人員 2,617 2,706 2,370 -336 

１日平均件数 7.44 7.78 6.91 -0.87 

 

軽症 

39% 
中等症 

49% 

重症以上 

12% 

傷病程度割合 

救 急 概 況 

６５歳以上の救急事案が全体の約７２％を占めています。

。  

 

軽 症…入院を必要としないもの 

中等症…傷病の程度が重症または軽症以外のもの 

重 症…３週間以上の入院加療を必要とするもの 
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○救助件数 

  令和２年中における救助件数は２４件で、平成３１年（令和元年）と比較して

１件の増加となりました。 

○最も発生した事故種別は交通事故 

  土岐市では救助件数のうち交通事故が３８％を占めています。土岐市には中央

自動車道、東海環状自動車道及び、ジャンクション等多数の幹線道路が整備され

ており、それらの沿線には大型商業施設もあります。多くの車両が往来すること

から交通事故が発生しやすい地域と言えます。 

過去の救助状況と昨年との比較 

    平成 30年 
平成 31年 

令和元年 
令和 2 年 増減 

救
助
件
数 

合計 19 23 24 +1 

交通事故 15 9 9 0 

その他 4 14 15 +1 

活動件数 12 18 18 0 

救助人員 14 19 20 +1 
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救 助 概 況 

交通事故による救助事案が全体の３８％を占めています。 

 

地区別救助件数
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